
(57)【要約】

体内に挿入する細長可撓管の主管内に操作ワイヤを進退

自在に挿通し、該操作ワイヤの先端に、該主管からの突

き出し状態において処置用ループを自力形成し、かつ、

前記主管へ引き込み収納可能にした処置部を備えた内視

鏡用処置具において、前記処置部が、芯ストランド線に

複数本の側ストランド線を一体的に撚り合せたワイヤロ

ープによって形成され、かつ、該ワイヤロープの外周に

沿って連続するスパイラル凸条またはスパイラル凹条を

前記側ストランド線によって形成するようにしたので、

ポリープ等の病変部についての生体組織の捕捉・緊縛が

的確にして極めて容易に行える優れた性能を有すると共

に、処置用ループの主管への収納性も良く、その上形成

加工を容易にして低コストで提供可能にして、当該治療

性のさらなる向上と便宜向上を図る効果がある。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先
端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ
引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
前 記 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 複 数 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 を 一 体 的 に 撚 り 合 せ た ワ イ ヤ ロ
ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 沿 っ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル 凸 条 ま
た は ス パ イ ラ ル 凹 条 を 前 記 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
太 径 側 ス ト ラ ン ド 線 と 細 径 側 ス ト ラ ン ド 線 の 混 成 に し て 、 該 太 径 側 ス ト ラ ン ド 線 が ス パ イ
ラ ル 凸 条 を 成 す 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
側 ス ト ラ ン ド 線 の 欠 落 空 所 を ス パ イ ラ ル 凹 条 に 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
処 置 用 ル ー プ の 前 半 部 分 の み に ス パ イ ラ ル 凸 条 を 設 け た 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
処 置 用 ル ー プ の 前 半 部 分 の み に ス パ イ ラ ル 凹 条 を 設 け た 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先
端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 該 主 管 へ 引
き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
該 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 側 ス ト ラ ン ド 線 を 巻 回 し た ワ イ ヤ ロ ー プ か ら 成 る と 共 に 、
該 芯 ス ト ラ ン ド 線 ま た は 該 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し て 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 突 出
す る 円 弧 形 の 波 形 部 を 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 長 手 方 向 に 連 設 し た 構 造 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処
置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
波 形 部 を 処 置 用 ル ー プ の 内 側 の み に 突 設 し た 請 求 項 ６ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先
端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 、 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管
へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
前 記 処 置 部 が 、 少 な く と も ２ 本 の 異 な る 外 径 の ス ト ラ ン ド 線 を 一 体 的 に 撚 り 合 せ た ワ イ ヤ
ロ ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 沿 っ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル 凸 条
、 凹 条 を 、 前 記 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
ワ イ ヤ ロ ー プ に 、 縮 径 伸 線 加 工 を 施 し て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 外 周 の 少 な く と も 一 つ の ス ト ラ ン
ド 線 に 、 エ ッ ジ 状 端 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ 及 び ８ の い ず れ か １ つ に 記
載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
技 術 分 野
こ の 発 明 は 、 体 内 に 挿 入 し て 先 端 の 処 置 部 で ポ リ ー プ を 捕 捉 し て 切 除 し た り 、 ポ リ ー プ を
捕 捉 し た ま ま 体 内 留 置 さ せ た り す る の に 使 用 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る も の で あ る 。
背 景 技 術
体 内 の ポ リ ー プ を 捕 捉 し て 医 療 処 置 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 体 内 に 挿 入 す る 可 撓 性 細 長 チ
ュ ー ブ の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 す る と 共 に 、 そ の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 「 該 主 管 の 先 端
か ら 突 き 出 し て 処 置 用 ル ー プ を 形 成 し 、 か つ 、 該 主 管 内 に 引 き 込 み 自 在 に し た 処 置 部 」 を
備 え た 形 態 か ら 成 り 、 そ の 処 置 部 の ル ー プ に よ っ て ポ リ ー プ 等 の 生 体 組 織 を 捕 捉 し て 緊 縛
し 、 し か る の ち 該 主 管 内 へ 引 き 込 み 操 作 す る こ と に よ っ て 捕 捉 ポ リ ー プ を 切 除 治 療 す る よ
う に な っ て い る 。

10

20

30

40

50

(2) JP WO2002/083009 A1 2002.10.24



し か し 、 捕 捉 す べ き ポ リ ー プ は 「 接 触 角 が 小 な る 体 液 で 包 被 さ れ た 高 粘 性 湿 潤 状 態 の 軟 質
弾 性 体 」 で あ る こ と か ら 、 処 置 用 ル ー プ の 掛 け 止 め 捕 捉 が し づ ら い の で 、 こ の 不 具 合 を 解
消 す る も の と し て 「 処 置 部 の ロ ー プ 材 に 係 止 針 を 埋 め 込 ん で 、 ル ー プ の 内 側 に 針 先 を 突 設
さ せ て ポ リ ー プ に 突 き 差 し 係 止 す る 構 造 （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ １ １ ４ ６ ） 」 「 処 置 部 の ロ
ー プ 材 の 素 線 １ 本 を 切 断 し て 、 そ の 切 断 端 を ル ー プ の 内 側 に 突 出 さ せ て ポ リ ー プ の 捕 捉 針
と し て 機 能 さ せ る 構 造 （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ７ １ ９ ８ ） 」 の 公 知 例 が あ る 。
一 方 、 実 公 平 ６ － ３ ５ ４ ９ 号 公 報 に は 、 処 置 用 ル ー プ の 線 材 に 「 滑 り 止 め チ ッ プ 」 を 多 数
個 後 付 け 固 着 し て 、 そ の 滑 り 止 め チ ッ プ の 先 端 を 処 置 用 ル ー プ の 内 側 に 突 き 出 す 係 止 突 起
に し て 、 ポ リ ー プ の 捕 捉 性 を 向 上 さ せ た 構 造 が 示 さ れ て い る 。
以 上 の 公 知 例 の 捕 捉 性 向 上 構 造 の い ず れ も 、 剛 性 に 富 む 針 状 物 ・ 突 起 物 を ル ー プ 内 側 に 突
設 す る 構 造 の た め 、 主 管 内 へ の 引 き 込 み 収 納 の と き 、 そ の 針 状 物 ・ 突 起 物 が 重 合 し て 一 本
化 す る 処 置 部 部 材 に 干 渉 し た り 主 管 の 内 周 に 接 触 す る の で 、 主 管 内 へ の 引 き 込 み 抵 抗 が 大
に し て 操 作 が し づ ら い 。 そ し て 、 前 記 の 係 止 針 ・ 滑 り 止 め チ ッ プ を 処 置 部 の ロ ー プ 材 等 に
「 突 出 方 向 を 正 確 に 定 め て 多 数 個 固 着 設 定 す る 」 形 成 作 業 は 煩 雑 に し て 手 数 が か か り 加 工
性 が 劣 る 。
そ し て 、 前 記 の 素 線 切 断 形 態 の も の は 極 め て 細 径 の ワ イ ヤ ロ ー プ の 素 線 の １ 本 を 切 断 し て
正 確 な 方 向 に 突 設 セ ッ ト す る 形 成 作 業 が 極 め て 煩 雑 に し て 加 工 性 が 悪 く 、 そ の 上 ワ イ ヤ ロ
ー プ の 強 度 低 下 に よ る 破 断 や 、 チ ュ ー ブ 内 収 納 に よ っ て 「 素 線 の 切 断 端 曲 げ の 係 止 針 」 が
立 設 姿 勢 を 変 形 し て 係 止 性 を 低 下 し た り 、 接 合 し た 相 手 側 ロ ー プ 材 に 引 っ 掛 っ て 自 力 弾 性
力 に よ る 処 置 用 ル ー プ の 拡 大 変 形 が 不 能 ・ 不 備 に な る 難 点 が あ る 。
こ の 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の 従 来 技 術 の 難 点 を 解 消 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
第 １ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ
イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 処
置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視
鏡 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 複 数 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 を 一 体 的
に 撚 り 合 せ た ワ イ ヤ ロ ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 沿 っ て 連 続
す る ス パ イ ラ ル 凸 条 ま た は ス パ イ ラ ル 凹 条 を 前 記 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を
有 す る 。
ま た 、 第 ２ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に
操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お
い て 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え
た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 該 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 側 ス ト ラ ン ド 線 を 巻 回 し た ワ
イ ヤ ロ ー プ か ら 成 る と 共 に 、 該 芯 ス ト ラ ン ド 線 ま た は 該 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し て
該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 突 出 す る 円 弧 形 の 波 形 部 を ワ イ ヤ ロ ー プ の 長 手 方 向 に 連 設 し た 構
造 を 有 す る 。
ま た 、 第 ３ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に
操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お
い て 、 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備
え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 処 置 部 が 、 少 な く と も ２ 本 の 異 な る 外 径 の ス ト ラ ン ド
線 を 一 体 的 に 撚 り 合 せ た ワ イ ヤ ロ ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に
沿 っ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル 凸 条 、 凹 条 を 、 前 記 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を 有 す
る 。
即 ち 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 処 置 用 ル ー プ を 構 成 す る ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 設 け た
前 記 の 「 ス パ イ ラ ル 凸 条 ・ ス パ イ ラ ル 凹 条 ・ 波 形 部 」 を 高 粘 性 湿 潤 軟 質 の 生 体 組 織 を 捕 捉
・ 緊 縛 す る た め の 「 楔 部 ・ 喰 い 込 み ツ ー ル 部 ・ 係 着 係 止 部 」 と し て 機 能 さ せ る 思 想 か ら 成
る も の に し て 、 そ の ス パ イ ラ ル 凸 条 ・ ス パ イ ラ ル 凹 条 は ワ イ ヤ ロ ー プ の 側 ス ト ラ ン ド 線 の
一 部 （ １ 本 ～ ３ 本 ） を 太 径 に し た り 欠 落 さ せ る 手 段 等 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ の 波 形 部 は 、
側 ス ト ラ ン ド 線 ま た は 芯 ス ト ラ ン ド 線 の 一 部 分 を ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 へ 引 き 出 し 状 態 に し
て 隆 起 さ せ る 手 段 等 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
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以 上 の 構 成 か ら 成 る 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 用 ル ー プ は 、 ポ リ ー プ 等 の 生 体 組 織 に
掛 け 止 め し て 該 ル ー プ を 小 さ く 絞 り な が ら 緊 縛 す る の で 、 そ の 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー
プ の 内 側 と 生 体 組 織 の 表 面 が 相 対 滑 り し て 摩 擦 接 触 す る 相 対 関 係 と な り 、 該 生 体 組 織 の 表
面 ワ ン ポ イ ン ト は 該 ワ イ ヤ ロ ー プ に 存 在 す る 「 ス パ イ ラ ル 凸 条 ・ ス パ イ ラ ル 凹 条 ・ 波 形 部
」 が 順 次 動 的 変 位 し な が ら 接 触 し て 絞 り 緊 縛 す る プ ロ セ ス と な る 。
従 っ て 、 ス パ イ ラ ル 凸 条 ・ 波 形 部 を 有 す る 処 置 用 ル ー プ は 、 そ の 凸 条 ・ 波 形 の 頂 点 を 生 体
組 織 に 対 向 さ せ る ポ イ ン ト に お い て 楔 作 用 し て 極 め て 容 易 に 生 体 組 織 に 喰 い 込 ん で 相 対 移
動 し な が ら 表 面 の 粘 性 物 を 除 去 し つ つ 生 体 組 織 へ 有 効 に 喰 む 「 喰 い 込 み ツ ー ル 部 」 「 係 着
係 止 部 」 と し て 機 能 し 、 処 置 用 ル ー プ に よ る 生 体 組 織 の 効 果 的 な 捕 捉 ・ 緊 縛 が 可 能 に な る
。
そ し て 、 前 記 ス パ イ ラ ル 凹 条 を 有 す る も の は 、 そ の ス パ イ ラ ル 凹 条 が 生 体 組 織 を 受 け 入 れ
て 生 体 組 織 に 対 し て 相 対 移 動 し な が ら 喰 い 込 む と 共 に 、 そ の ス パ イ ラ ル 凹 条 が 生 体 組 織 表
面 の 粘 性 物 の 排 出 溝 と し て 機 能 し 、 同 じ く 極 め て 有 効 な 「 喰 い 込 み ツ ー ル 部 」 「 係 着 係 止
部 」 と し て 機 能 し て 、 処 置 用 ル ー プ に よ る 生 体 組 織 の 効 果 的 な 捕 捉 ・ 緊 縛 が 可 能 に な る 。
詳 し く は 、 前 記 ス パ イ ラ ル 凹 条 が 生 体 組 織 表 面 の 粘 性 物 の 排 水 溝 と し て 機 能 す る の で 、 そ
の 粘 性 物 に よ っ て 湿 潤 状 態 に あ る 生 体 組 織 表 面 の 体 液 を 少 な く さ せ て 処 置 用 ル ー プ と 生 体
組 織 の 表 面 の 相 互 接 触 を 、 接 触 角 の 大 な る 固 体 相 互 の 直 接 的 接 触 に 近 づ け て 摩 擦 係 数 を 増
大 す る 作 用 を 奏 し 、 処 置 用 ル ー プ に よ る 前 記 の 捕 捉 ・ 緊 縛 作 用 の さ ら な る 向 上 を 促 進 す る
特 有 作 用 が あ る 。
そ し て 、 そ の 処 置 部 の ワ イ ヤ ロ ー プ の 主 管 へ の 引 き 込 み 収 納 時 に は 、 外 周 に 存 在 す る 「 ス
パ イ ラ ル 凸 条 ・ 波 形 部 」 が 主 管 内 周 や 折 り 重 ね た ワ イ ヤ ロ ー プ 外 周 に 干 渉 す る も の の 、 そ
の 凸 部 頂 点 は 円 弧 形 状 に し て 干 渉 抵 抗 が 小 さ い の で 、 主 管 へ の 引 き 込 み 抵 抗 が 特 に 増 大 す
る こ と な く 円 滑 な 引 き 込 み 収 納 が で き る と 共 に 、 主 管 や ワ イ ヤ ロ ー プ を 損 傷 す る お そ れ は
無 く 、 処 置 部 の ル ー プ 形 成 と 引 き 込 み 収 納 が 円 滑 に 反 復 持 続 で き る 。
さ ら に 、 前 記 の 「 ス パ イ ラ ル 凸 条 ・ ス パ イ ラ ル 凹 条 ・ 波 形 部 」 は ワ イ ヤ ロ ー プ 自 体 の 側 ス
ト ラ ン ド 線 ま た は 芯 ス ト ラ ン ド 線 か ら 成 る の で 、 前 記 従 来 構 造 の 係 止 針 ・ 係 止 部 材 の 別 体
物 の 後 付 け 構 造 の も の よ り 処 置 部 の 形 成 加 工 が 特 段 に 容 易 に な る 。
発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態
ま ず 、 第 １ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 一 実 施 例 を 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ を 参 照 し て 説 明 す る 。 即
ち 、 可 撓 性 細 長 管 体 の 主 管 ２ に 操 作 ワ イ ヤ ４ を 進 退 自 在 に 収 納 し 、 そ の 操 作 ワ イ ヤ ４ の 先
端 に 「 主 管 ２ の 先 端 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 自 己 弾 性 力 に よ っ て 処 置 用 ル ー プ ５ （ 以
下 、 単 に ル ー プ ５ と い う ） 」 を 形 成 す る と 共 に 、 操 作 ワ イ ヤ ４ の 引 き 操 作 に よ っ て ル ー プ
５ を 弾 性 解 消 し て 主 管 ２ へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 ６ を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 １ に
お い て 、 こ の 実 施 例 の 処 置 部 ６ は 以 下 の 構 成 を 有 し て い る 。
詳 し く は （ 図 １ Ｂ 、 図 １ Ｃ 参 照 ） 、 処 置 部 ６ は 丸 線 の 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ に 丸 線 １ ０ 本 の
側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ を 巻 回 し た ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ か ら 成 り 、 そ の １ ０ 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １
１ は 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ の 一 直 径 上 の ２ 本 の 太 径 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ａ と 、 そ の 太 径 ス ト
ラ ン ド 線 １ １ Ａ 間 に 配 設 し た ４ 本 づ つ の 細 径 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｂ の 組 合 せ 混 成 に し て 、
太 径 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ａ が ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 外 周 に 現 わ れ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル 凸 条 ７
を 形 成 す る 構 造 を 有 し 、 こ の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ に よ っ て 処 置 部 ６ の 全 形 が 形 成 さ れ て い る 。
な お 、 こ の 実 施 例 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ は 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ の 直 径 ＝ ０ ． ２ ２ 粍 、 側 ス ト
ラ ン ド 線 １ １ Ａ の 直 径 ＝ ０ ． １ ４ 粍 、 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｂ の 直 径 ＝ ０ ． ０ ７ 粍 、 の サ イ
ズ で あ る 。
以 上 の 構 造 の 処 置 部 ６ を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 部 １ は 前 記 の 作 用 が あ り 、 高 粘 性 表 面 に し て
軟 質 弾 性 体 の ポ リ ー プ 等 の 生 体 組 織 ２ ０ が ル ー プ ５ に よ っ て 極 め て 効 果 的 に 捕 捉 緊 縛 で き
る 。 即 ち （ 図 １ Ｄ 参 照 ） 、 ル ー プ ５ の ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ は ル ー プ ５ の 内 外 周 に 巻 回 転 位 し
て 存 在 し て 図 示 の 多 様 変 化 を 反 復 し て 生 体 組 織 ２ ０ の 表 面 Ｆ に 対 向 し て 接 触 し 、 そ の ル ー
プ ５ を 絞 り 縮 形 し て 表 面 Ｆ に 対 し て ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ を 相 対 滑 り さ せ な が ら 生 体 組 織 ２ ０ を
捕 捉 緊 締 す る プ ロ セ ス と な る 。
従 っ て 、 ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ の 頂 点 を 生 体 組 織 ２ ０ の 表 面 Ｆ に 臨 ま せ る 至 近 ポ イ ン ト Ｐ １ の
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ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ が 小 な る 喰 い 込 み 角 θ に よ っ て 楔 作 用 し て 表 面 Ｆ に 最 先 に 喰 い 込 ん で 係 着
係 止 す る 。 そ し て 、 表 面 Ｆ と ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ と の 相 対 姿 勢 が 異 な る 他 の ポ イ ン ト の 表 面
Ｆ へ の 喰 い 係 止 を 支 援 し て 容 易 に 離 脱 し な い よ う に 生 体 組 織 ２ ０ を 捕 捉 係 止 す る 。
そ し て 、 そ の 捕 捉 に 続 く 緊 縛 過 程 に お い て は 、 表 面 Ｆ の ワ ン ポ イ ン ト Ｐ に お い て 図 示 矢 印
の ご と く 「 表 面 Ｆ に 対 し て ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ が 相 対 滑 り 転 位 し て 生 体 組 織 ２ ０ へ 順 次 喰 い
込 む 」 緊 締 形 態 と な り 、 前 記 の 「 喰 い 込 み ツ ー ル 部 」 「 係 着 係 止 部 」 の 機 能 を 奏 し て ル ー
プ ５ に よ る 生 体 組 織 ２ ０ の 緊 締 切 除 が 的 確 に し て 容 易 に で き る 。
そ し て 、 ル ー プ ５ の 主 管 ２ へ の 引 き 込 み 収 納 時 に は 、 ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ の 円 弧 形 の 頂 部 が
ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ に 干 渉 す る の み で ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ の 相 互 干 渉 は 生 じ な い の で （ ２ つ 折 り
し て 重 な る ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ は 、 同 一 の 傾 斜 方 向 と な る の で 相 互 干 渉 が
回 避 で き る ） 主 管 ２ へ の 引 き 込 み 収 納 が 円 滑 に な る 。
続 い て 、 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ 及 び 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ を 参 照 し て 第 １ 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 他 の 実
施 例 を 説 明 す る 。 即 ち 、 ル ー プ ５ が 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ に 複 数 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ を
巻 回 し た ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ か ら 成 る も の に お い て 、 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示 す 実 施 例 の も の は 側 ス
ト ラ ン ド 線 １ １ の １ 本 （ 図 示 点 線 ） を 欠 落 し て 巻 回 し 、 こ の 欠 落 に よ る 空 所 が ワ イ ヤ ロ ー
プ Ｗ の 外 側 に 現 わ れ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ を 形 成 し 、 こ の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ つ き ワ
イ ヤ ロ ー プ Ｗ に よ っ て 処 置 部 ６ が 構 成 さ れ て い る 。
こ の 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示 す 実 施 例 の も の は （ 図 ２ Ｃ 参 照 ） 、 図 １ に 示 す 実 施 例 の も の と 同 様
に ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 外 周 が 生 体 組 織 ２ ０ の 表 面 Ｆ と 相 対 滑 り し な が ら ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ と
表 面 Ｆ の 相 対 姿 勢 を 順 次 変 化 さ せ て 生 体 組 織 ２ ０ を 捕 捉 緊 縛 す る 形 態 と な る の で 、 ス パ イ
ラ ル 凹 条 ８ が 表 面 Ｆ に 対 し て 至 近 と な る 図 示 Ｐ １ ポ ジ シ ョ ン に お い て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ が
小 な る 喰 い 込 み 角 θ に よ っ て 楔 作 用 す る と 共 に 、 ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ の 両 側 の 側 ス ト ラ ン ド
線 １ １ Ｃ を 「 喰 い 込 み ツ ー ル 部 」 と し て 機 能 さ せ な が ら 、 生 体 組 織 ２ ０ を ス パ イ ラ ル 凹 条
８ に 受 け 入 れ て 係 着 係 止 す る 。 そ し て 、 そ の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ を 表 面 Ｆ の 粘 性 物 の 排 水 溝
１ ２ と し て 機 能 さ せ る の で 、 前 記 し た 特 有 の 作 用 を 奏 し て 生 体 組 織 ２ ０ の 捕 捉 緊 締 が 極 め
て 円 滑 に し て 的 確 に で き る 。
一 方 、 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ に 示 す も の は 図 １ Ａ ～ １ Ｄ に 示 す 実 施 例 と 同 様 な ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ を
設 け た 構 造 に お い て 、 複 数 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ の う ち の １ 本 が 三 角 形 断 面 形 状 の 三 角 側
ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｄ に 成 っ て お り 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ に 巻 回 し た 状 態 に お い て 三 角 側 ス
ト ラ ン ド 線 １ １ Ｄ の 上 半 部 分 が 他 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ が 成 す ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 外 周 よ り
突 き 出 し て ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ を 形 成 す る 構 造 か ら 成 っ て い る 。
こ の 図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ に 示 す 実 施 例 の も の は ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ が ナ イ フ エ ッ ヂ 形 状 に し て 、 か
つ 、 そ の 両 側 に 大 な る 空 隙 の 「 表 皮 Ｆ の 粘 性 物 の 排 出 溝 １ ２ 」 を 存 在 さ せ る の で 、 図 １ Ａ
～ １ Ｄ に 示 す 実 施 例 の も の よ り 、 喰 い 込 み ツ ー ル 機 能 ・ 係 着 係 止 機 能 と 粘 性 物 の 除 去 作 用
が 向 上 し て 生 体 組 織 ２ ０ の 捕 捉 緊 締 性 能 が 一 段 と 向 上 す る 。
続 い て 、 第 ２ の 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 １ Ｂ の 一 実 施 例 に つ い て 図 ４ Ａ ～ ４ Ｄ を 参 照 し て 説
明 す る 。 即 ち 、 処 置 部 ６ が 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ に 複 数 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ を 巻 回 し た
ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ か ら 成 る も の に お い て 、 こ の 実 施 例 の ワ イ ヤ ロ ー プ ６ は ６ 本 の 側 ス ト ラ ン
ド 線 １ １ の う ち ２ 本 を 欠 落 し て 、 こ の 欠 落 部 分 を 幅 広 の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ に 成 す と 共 に 、
そ の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ の ス ペ ー ス を 活 用 し て １ 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｅ に 円 弧 形 状 の 波
形 部 ９ を 連 設 し て ル ー プ ５ の 内 側 に 所 要 間 隔 で 突 設 さ せ た 構 造 を 有 し 、 こ の 波 形 部 ９ が 生
体 組 織 ２ ０ を 捕 捉 緊 締 す る と き の 「 喰 い 込 み ツ ー ル 部 」 「 係 着 係 止 ツ ー ル 部 」 と し て 機 能
す る よ う に な っ て い る 。
以 上 の 図 ４ Ａ ～ ４ Ｄ に 示 す 実 施 例 の も の は （ 図 ４ Ｄ 参 照 ） 、 生 体 組 織 ２ ０ の 表 面 Ｆ と 対 向
す る 波 形 部 ９ の 頂 点 が ま ず 接 合 し て 生 体 組 織 ２ ０ を 捕 捉 し て 、 緊 締 と 共 に 喰 い 込 ん で 係 着
係 止 す る の で 、 そ の 捕 捉 緊 締 が 的 確 に し て 容 易 に で き る 。 そ し て 、 主 管 ２ へ の 引 き 込 み 収
納 は 、 波 形 部 ９ を 相 互 干 渉 し な い 形 態 （ 折 り た た ん で 重 ね た ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 波 形 部 ９ を
相 手 側 の ス ト レ ー ト 外 周 に 位 置 さ せ て お く ） の 収 納 が で き る の で 、 そ の 収 納 は 円 滑 に し て
ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ 及 び 主 管 ２ の 損 傷 を も た ら す こ と が な い 。 そ し て 、 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｅ
の み に よ っ て 波 形 部 ９ が 形 成 で き る の で 、 従 来 構 造 の 係 止 針 の 後 付 け 構 造 の も の よ り 処 置
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部 ６ の 形 成 が 容 易 に な る 。 な お 、 こ の 波 形 部 ９ を ル ー プ ５ の 内 側 に 設 け る も の は 、 図 示 し
な い が ル ー プ ５ の 前 半 部 分 の み に 波 形 部 ９ を 設 け る 形 態 に す る こ と が あ る 。
続 い て 、 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ 及 び 図 ６ Ａ ～ ６ Ｃ を 参 照 し て 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 実 施 態
様 を 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ に 示 す も の は 第 １ 発 明 の 他 の 実 施 態 様 に し て 、 図 ３ Ａ
～ ３ Ｃ に 示 す 実 施 例 に お け る 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｄ が 「 長 方 形 断 面 線 材 を 線 材 軸 心 を 中 心
と し て 捻 回 し た ツ イ ス ト ド リ ル 形 態 」 か ら 成 っ て お り 、 こ の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ｄ に よ っ
て ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ を 形 成 し て い る 。 こ の 図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ に 示 す 実 施 例 の も の は 該 ツ イ ス ト
ド リ ル 形 態 に 存 在 す る ス パ イ ラ ル 条 の 溝 が 前 記 の 「 粘 性 物 の 排 出 溝 」 と し て 極 め て 有 効 に
機 能 す る の で 、 排 出 溝 作 用 に 基 づ く 前 記 の 特 有 作 用 が 一 段 と 顕 著 に な る 。 そ し て 、 側 ス ト
ラ ン ド 線 １ １ Ｄ の 芯 ス ト ラ ン ド 線 １ ０ へ の 巻 回 が し 易 く な る 。
一 方 、 図 ６ Ａ ～ ６ Ｃ に 示 す も の は 図 １ Ａ ～ １ Ｄ 及 び 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す 実 施 例 と 同 様 な
ス パ イ ラ ル 凸 条 ７ 、 ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ を 設 け た も の に お い て 、 図 ６ Ａ 、 ６ Ｂ の も の は 太 径
側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ Ａ を １ 本 ま た は ３ 本 に し て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 外 周 に 現 れ る ス パ イ ラ
ル 凸 条 ７ を 単 条 ま た は ３ 条 に し た 態 様 か ら 成 っ て い る 。 そ し て 、 図 ６ Ｃ に 示 す も の は 図 ２
Ａ ～ ２ Ｃ に 示 す 実 施 例 に お け る 「 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ の 欠 落 に よ る ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ 」 を
有 す る ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ に お い て 、 隣 接 ２ 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ を 欠 落 さ せ て 「 幅 広 溝 の
ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ 」 に 形 成 し た 形 態 を 有 し て い る 。 こ の 図 ６ Ｃ の も の は 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ に 示
す 実 施 例 に お け る ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ の 作 用 が 一 段 と 顕 著 に な る 。
続 い て 、 図 ７ Ａ ～ ７ Ｃ を 参 照 し て 第 ２ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 実 施 態 様 を 説 明
す る 。 即 ち 、 図 ７ Ａ ～ ７ Ｃ に 示 す 実 施 例 に 示 す も の は 図 ４ Ａ ～ ４ Ｄ に 示 す 実 施 例 と 同 様 な
波 形 部 ９ を 設 け た も の に お い て 、 ６ 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ の う ち の 隣 接 す る ２ 本 を 欠 落
さ せ て 幅 広 の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ を 設 け 、 こ の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ の ス ペ ー ス を 利 用 し て 芯 線
１ ０ を 引 き 伸 ば し て ワ イ ヤ ロ ー プ 外 周 へ 隆 起 さ せ た 波 形 部 ９ を 有 し て い る 。 こ の 図 ７ Ａ ～
７ Ｃ に 示 す 実 施 例 の も の も 幅 広 溝 の ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ が 排 出 キ ャ パ シ テ ィ ー の 大 な る 排 出
溝 １ ２ と し て 有 効 に 機 能 す る と 共 に 、 波 形 部 ９ 群 を ル ー プ ５ の 内 側 の み に 突 設 さ せ て 、 前
記 の 捕 捉 ・ 緊 締 性 と 主 管 ２ へ の 収 納 性 の さ ら な る 向 上 が で き る 。
一 方 、 図 ８ Ａ ～ ８ Ｃ に 示 す も の は 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ の 欠 落 に よ っ て ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ を
外 周 に 備 え た ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ に よ っ て 処 置 用 ル ー プ ５ を 形 成 す る 第 １ 発 明 の 応 用 例 に し て
、 こ の 実 施 例 の 処 置 部 ６ の ル ー プ ５ の 前 半 部 分 は 図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ 及 び 図 ６ Ｃ に 示 す 側 ス ト ラ
ン ド 線 １ １ の 一 部 欠 落 に よ る ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ つ き ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ａ に し て ル ー プ ５ の 後
半 部 分 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ Ｂ は 側 ス ト ラ ン ド 線 １ １ を 欠 落 し な い ス パ イ ラ ル 凹 条 ８ 不 存 在 の
剛 性 ワ イ ヤ ロ ー プ （ Ｗ Ａ よ り 高 剛 性 ） に し て 、 こ の Ｗ Ａ ・ Ｗ Ｂ に よ っ て 継 目 な し 単 一 ワ イ
ヤ ロ ー プ Ｗ の ル ー プ ５ か ら 成 っ て い る 。
こ の 図 ８ Ａ の ル ー プ ５ か ら 成 る 処 置 部 ６ は （ 図 ８ Ｂ 参 照 ） 、 軟 質 の Ｗ Ａ と 剛 性 の Ｗ Ｂ を 境
界 点 で 腰 折 れ 形 態 に し て 、 ポ リ ー プ 等 の 凸 条 の 生 体 組 織 ２ ０ を 捕 捉 で き る の で ル ー プ ５ に
よ る 捕 捉 作 業 が 一 段 と し 易 く な る 。 な お 、 こ の 「 ル ー プ ５ の 前 半 部 分 が 柔 形 態 ・ 後 半 部 分
が 剛 形 態 」 の 構 造 は 、 そ の 前 半 部 分 に 波 形 部 ９ を 設 け た 形 態 （ 図 ８ Ｃ ） に し て も 良 く 、 或
は 「 後 半 部 分 の ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ に 他 の 線 材 を 巻 き 付 け た ２ 層 側 ス ト ラ ン ド 線 形 態 」 に し て
、 単 層 側 ス ト ラ ン ド 線 形 態 の 前 半 部 分 よ り 剛 性 に す る 形 態 等 の 柔 ・ 剛 手 段 で あ っ て も 良 い
。
続 い て 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 実 施
形 態 を 説 明 す る 。 ま た 、 図 ９ に 示 す 実 施 形 態 は 、 ２ 本 の 太 径 ス ト ラ ン ド 線 ２ １ と 、 同 じ く
２ 本 の 細 径 ス ト ラ ン ド 線 ２ ２ を 撚 回 し た ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 構 成 に し て 、 太 径 ス ト ラ ン ド 直
径 ＝ ０ ． ２ ５ 粍 、 細 径 ス ト ラ ン ド 直 径 ＝ ０ ． １ ２ ５ 粍 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｗ の 最 大 径 ０ ． ５ 粍
の サ イ ズ で あ る 。 図 １ の 場 合 と 同 様 に 、 「 表 面 Ｆ に 対 し て 、 ス パ イ ラ ル 凸 条 の 太 径 ス ト ラ
ン ド 線 ２ １ が 相 対 滑 り 転 位 し て 生 体 組 織 ２ ０ へ 順 次 喰 い 込 む 」 緊 縛 形 態 に な る と と も に 、
主 に 細 径 ス ト ラ ン ド 線 ２ ２ 部 が 生 体 組 織 表 面 の 粘 性 物 の 排 水 溝 と し て 機 能 し 、 「 喰 い 込 み
ツ ー ル 部 」 、 「 係 着 係 止 部 」 と し て 機 能 し 、 処 置 用 ル ー プ に よ る 生 体 組 織 の 効 果 的 な 捕 捉
・ 緊 縛 が 可 能 と な る 。
一 方 、 図 １ ０ に 示 す も の は 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ９ に 示 す 各 実 施 例 に お い て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ に
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ダ イ ス を 用 い て 縮 径 伸 線 加 工 を 施 し 、 各 ス ト ラ ン ド 線 の 一 部 に エ ッ ジ 状 端 面 を 連 続 的 に 、
ワ イ ヤ ロ ー プ 軸 線 方 向 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 構 造 体 で あ る 。
具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す 実 施 例 に お い て は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 最 大 径 ＝ ０ ． ５ 粍 に 対 し て 、
ダ イ ス 内 径 ＝ φ ０ ． ４ ５ 粍 を 用 い て 、 ダ イ ス 内 へ ワ イ ヤ ロ ー プ を 通 過 さ せ て 、 縮 径 伸 線 加
工 す る 。 か か る 場 合 に お い て 、 ス ウ ェ ー ジ ン グ 加 工 後 、 ダ イ ス 引 き 加 工 に よ り 、 縮 径 伸 線
加 工 を 施 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 連 続 的 エ ッ ジ 状 端 面 を 有 す る ス パ イ ラ ル 状 ス ト ラ ン ド
線 ２ １ Ａ ， １ １ Ｅ ， １ １ Ｆ が 、 生 体 組 織 へ の 喰 い 込 み 時 、 か か る エ ッ ジ 状 端 面 の 構 造 に よ
り 、 よ り 強 固 に 生 体 組 織 を 捕 捉 、 緊 縛 す る こ と が 可 能 と な る 。
な お 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 前 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 「 ポ リ ー プ を 一 時 的 に 結 縛
す る 留 置 ス ネ ア の ル ー プ 構 造 」 「 内 腔 内 の 結 石 ・ 切 除 後 の ポ リ ー プ 等 の 取 り 出 し 用 の 回 収
バ ス ケ ッ ト や 砕 石 バ ス ケ ッ ト の ロ ー プ ワ イ ヤ 」 に も 応 用 す る も の で あ る 。
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 ポ リ ー プ 等 の 病 変 部 に つ い て の 生 体 組
織 の 捕 捉 ・ 緊 縛 が 的 確 に し て 極 め て 容 易 に 行 え る 優 れ た 性 能 を 有 す る と 共 に 、 処 置 用 ル ー
プ の 主 管 へ の 収 納 性 も 良 く 、 そ の 上 形 成 加 工 を 容 易 に し て 低 コ ス ト で 提 供 可 能 に し て 、 当
該 治 療 性 の さ ら な る 向 上 と 便 宜 向 上 を 図 る 効 果 が あ る 。
産 業 上 の 利 用 可 能 性
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ
を 進 退 自 在 に 挿 通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 処 置 用
ル ー プ を 自 力 形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用
処 置 具 に お い て 、 前 記 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 複 数 本 の 側 ス ト ラ ン ド 線 を 一 体 的 に 撚
り 合 せ た ワ イ ヤ ロ ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 沿 っ て 連 続 す る
ス パ イ ラ ル 凸 条 ま た は ス パ イ ラ ル 凹 条 を 前 記 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を 有 す
る 。
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿
通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 処 置 用 ル ー プ を 自 力 形
成 し 、 か つ 、 該 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、
該 処 置 部 が 、 芯 ス ト ラ ン ド 線 に 側 ス ト ラ ン ド 線 を 巻 回 し た ワ イ ヤ ロ ー プ か ら 成 る と 共 に 、
該 芯 ス ト ラ ン ド 線 ま た は 該 側 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し て 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 突 出
す る 円 弧 形 の 波 形 部 を 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 長 手 方 向 に 連 設 し た 構 造 を 有 す る 。
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 体 内 に 挿 入 す る 細 長 可 撓 管 の 主 管 内 に 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 自 在 に 挿
通 し 、 該 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 該 主 管 か ら の 突 き 出 し 状 態 に お い て 、 処 置 用 ル ー プ を 自 力
形 成 し 、 か つ 、 前 記 主 管 へ 引 き 込 み 収 納 可 能 に し た 処 置 部 を 備 え た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い
て 、 前 記 処 置 部 が 、 少 な く と も ２ 本 の 異 な る 外 径 の ス ト ラ ン ド 線 を 一 体 的 に 撚 り 合 せ た ワ
イ ヤ ロ ー プ に よ っ て 形 成 さ れ 、 か つ 、 該 ワ イ ヤ ロ ー プ の 外 周 に 沿 っ て 連 続 す る ス パ イ ラ ル
凸 条 、 凹 条 を 、 前 記 ス ト ラ ン ド 線 に よ っ て 形 成 し た 構 造 を 有 す る 。
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 ポ リ ー プ 等 の 病 変 部 に つ い て の 生 体 組 織 の 捕 捉 ・ 緊 縛 が 的 確 に し
て 極 め て 容 易 に 行 え る 優 れ た 性 能 を 有 す る と 共 に 、 処 置 用 ル ー プ の 主 管 へ の 収 納 性 も 良 く
、 そ の 上 形 成 加 工 を 容 易 に し て 低 コ ス ト で 提 供 可 能 に し て 、 当 該 治 療 性 の さ ら な る 向 上 と
便 宜 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 １ Ａ ～ １ Ｄ は 、 第 １ の 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 し 、 図 １ Ａ は 処 置 部 の
正 面 図 、 図 １ Ｂ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 断 面 図 、 図 １ Ｃ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ
ロ ー プ の 正 面 図 、 図 １ Ｄ は 処 置 用 ル ー プ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 ２ Ａ ～ ２ Ｃ は 、 第 １ の 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 し 、 図 ２ Ａ は 処 置 用
ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 断 面 図 、 図 ２ Ｂ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 正 面 図 、 図 ２ Ｃ
は 処 置 用 ル ー プ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 ３ Ａ ～ ３ Ｃ は 、 第 １ の 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 し 、 図 ３ Ａ は 処 置 用
ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 断 面 図 、 図 ３ Ｂ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 正 面 図 、 図 ３ Ｃ
は 処 置 用 ル ー プ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 ４ Ａ ～ ４ Ｄ は 、 第 ２ の 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 し 、 図 ４ Ａ は 処 置 部 正
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面 図 、 図 ４ Ｂ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 断 面 図 、 図 ４ Ｃ は 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ
ー プ の 正 面 図 、 図 ４ Ｄ は 処 置 用 ル ー プ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 ５ Ａ ～ ５ Ｃ は 、 第 １ の 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 の ワ イ ヤ ロ ー プ
を 示 し 、 図 ５ Ａ は そ の 正 面 図 、 図 ５ Ｂ は そ の 断 面 図 、 図 ５ Ｃ は そ の 側 ス ト ラ ン ド 線 の ス ト
レ ー ト 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
図 ６ Ａ ～ ６ Ｃ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 処 置 部 の ワ イ ヤ ロ ー プ の 他 の 形 態 を 示 し 、 図
６ Ａ ～ ６ Ｃ と も そ の 断 面 図 で あ る 。
図 ７ Ａ ～ ７ Ｃ は 、 第 ２ 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 実 施 例 に 係 る ワ イ ヤ ロ ー プ を 示 し 、 図
７ Ａ は そ の 正 面 図 、 図 ７ Ｂ は そ の 断 面 図 、 図 ７ Ｃ は そ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 ８ Ａ ～ ８ Ｃ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 形 態 を 示 し 、 図 ８ Ａ 、 図 ８ Ｃ は そ の 処 置
部 の 正 面 図 、 図 ８ Ｂ は 図 ８ Ａ の 用 法 説 明 図 で あ る 。
図 ９ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 形 態 を 示 し 、 処 置 用 ル ー プ の ワ イ ヤ ロ ー プ の 正 面
図 で あ る 。
図 １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｃ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 他 の 形 態 を 示 し 、 図 １ ０ Ａ は 図 ９ に 示 す
実 施 例 で の 本 発 明 の ワ イ ヤ ロ ー プ 断 面 図 、 図 １ ０ Ｂ は 図 １ に 示 す 実 施 例 で の 本 発 明 の ワ イ
ヤ ロ ー プ 断 面 図 、 図 １ ０ Ｃ は 図 ２ に 示 す 実 施 例 で の 本 発 明 の ワ イ ヤ ロ ー プ 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】
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【 図 １ Ｄ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】
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【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】 【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】
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